




 

身体発育の研究は,医学・教育学等の領域において,明治以降,様々に行われてきたが,それ

らは,主に,発育そのもの(同一個体の暦年齢の変化による計測値の変化やその速度など)を

対象にしたものと,発育に関与する諸種の影響(気候・地勢・経済など)と発育状態とを関係

づけて対象にしたものとに大別される。 

 身体発育に関与する諸影響についての研究は,戦前では,島，中楯，延川，福井，等の諸

研究がその主たるものであるが,地域差に関する研究としては,中山が，岐阜県下の地域別

発育の特徴についての研究を行っているのが代表的である。 


